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高等学校における校則と生徒指導内規の実際
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	 	 本規定及び細則の施行は，昭和61年４月１日より施行する． 
	 	 平成３年２月16日一部改正　　平成５年４月１日一部改正 
高等学校における校則と生徒指導内規の実際 57
校内に作ることが求められる．また，生徒が健全な学校生活を営み，より良く成長・発達して
いくための場であるのであれば，必然的に，生徒・保護者へ指導内規も公開されるも必要であ
ろう．
８．まとめ
どの学校も生徒の実態に応じて，校則や懲戒規程を定めているが，きまりを作り，違反者に
懲戒指導を行う以上，その教育上の必要性を説明できるものでなくてはならない．
今回，A専門高校の事例を取り上げ校則と指導内規が独自に設定され，お互いの関連性が低
いことをしてきしたが，規範意識を醸成し，学校という狭い社会の中でルールを守り，社会性
を身に着けさせるためには，問題行動に関するきまりや対応の基準を明確化し，それを保護者
や地域住民に公表し，理解と協力をえるよう努める必要があろう．
その点において，校則の見直しの議論だけではなく，隠れている生徒指導内規（懲戒規定）
についても，開かれた形で，できる限り公開されるべきであろうと思われる．内規には，高校
においては，成績にかかわる教務内規，進路指導については，進路指導内規等が一般的である
が，公開しているケースも多い．今後，生徒指導の指導体制が難しくなる中で，生徒の規範意
識の醸成を求めるためには保護者に対する理解と説明責任を明確にする必要がある．
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